
 
（販売先・共同開発等のパートナーについて）

 
主分類  計測・分析技術  副分類  診断技術  バイオ  受付番号：  

Ｈ１１―０６５０  課題名：  
    高速顕微発光寿命２次元マッピングシステム  

（企業名）  
      株式会社東京インスツルメンツ  
（企業の主要な事業内容）  
当社はオプトエレクトロニクス商品を扱う商社兼メーカーであり、「光計測とレ

ーザ計測システム」を追及し、先進技術と科学を創造しています。理化学分野

での分光・分析・計測技術では、他社の追随を許さぬ製品を提供しつづけてお

ります。  
（利用分野・用途）  
■バイオテクノロジー／バイオメディカル分野  
・ 細胞診断、細胞内における薬理作用の計測  
・ 遺伝子治療の評価  
■半導体／エレクトロニクス分野  
・ 半導体ウェハーの表面不純物、転位分布の評価  
・  半導体パターン（配線）の寿命試験  
（特徴）  
・ ４次元（３Ｄ立体構造と蛍光寿命）測定が可能  
・ 蛍光寿命 50ｐｓ～10μｓの測定が可能  
・ 各種イオンの濃度イメージング測定が可能  
・  空間分解能 200nm と高分解能測定  
（従来技術・競合技術）  
細胞内情報伝達物質の濃度動態計測においては、蛍光プローブ色素を細胞内に

導入し目的の情報伝達物質と結合させた後、そのプローブ色素の特定の異なる

二つの波長の蛍光強度比を測定し濃度動態を可視化しているが、この検量線の

方法では原理的に精度の高い測定は難しい。  
（要望事項）  
蛍光寿命共焦点レーザー顕微鏡を開発しました。時間分解法で各種イオン濃度

の蛍光寿命イメージ測定、細胞内クロライド濃度の動態ミクロ観察、化学伝達

物質等の刺激作用解析などが可能です。バイオ分野の方の紹介を希望します。  
（新技術の概要）  
・ 顕微鏡下において、蛍光寿命を短時間に計測できる位相差法による蛍光寿命

測定を行う技術を開発し、細胞内情報伝達物質の濃度動態をリアルタイム且

つ高精度に測定することを可能とした。  
・「レーザー支援加工方法」（特願 2001-12372）でＪＳＴ殿と共願中。  
 
 
 
 
 
 

 
成果の実用化に関するお願い  

 



 


